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子ども達にとっての「望ましい学習環境」とは

Vol.1

「あり方検討協議会」とは

検討協議会では、５月

の設置からこれまで５回の会議を重ねてきました。第１

回から、特に児童数の少ない湘南小学校の状況を危惧す

る意見が出され、第２回で湘南小を中心に検討を進めて

いくことを決定しました。

現在は、湘南小の子ども達のより良い学習環境のため、活発な意見交換を行っています。

【城山地区の小中学校】
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これまでの検討経過

城山地区においては、令和３年度に各小・中学校の保護者による「望ましい学習環境のあり方意

見交換会」が立ち上げられ、各学校の状況や課題などについて意見交換が行われました。その結果

は「報告書」としてまとめられ、教育委員会に提出されましたが、報告書の結びでは、子ども達の

より良い学習環境の実現に向け、地域の方も交えて「さらなる検討が必要」とされていました。

教育委員会では、その報告書の結論を踏まえ、まちづくり会議などを通じて、城山地区の各団体

の方にご協力いただき、「さらなる検討」を行うため、「あり方検討協議会」を立ち上げました。

【検討協議会設置までの経過】

令和５年５月、城山地区各小・中学校の保護者と地域の代表者を中心に、

城山地区の子ども達にとっての望ましい学習環境の実現に向け、「城山地区小・中学校の学習環境のあり方検

討協議会」を発足しました。少子化が進む中、城山地区においても、１学年１クラスの「過小規模校」が複数

発生しており、子ども達を取り巻く環境も変化しつつある中で、学校規模や通学

環境、校舎の老朽化など、学習環境に関する様々な課題が出てきています。我々

検討協議会では、そのような課題と向き合い、地域や保護者の様々な視点から意

見を出し合っていきます。

【検討協議会の委員構成】



こうした湘南小の状況を喫緊の課題と捉え、現在検討協議会で

は、湘南小の状況を変えていくという方向性で検討が進められて

います。検討においては、他の学校への再編や、湘南小を「小規

模特認校※」に指定してはどうかなど、先行事例等も参考にしつ

つ、様々な視点から議論を行っています。

湘南小の子ども達にとって何がベストか、どのような環境がよ

り望ましいのか、今後も、検討協議会でアイディアを出し合いな

がら、また、保護者や地域の方の意見を伺いながら、丁寧かつ迅

速に検討を進めていきます。

湘南小の状況

事務局（お問合せ先）

相模原市教育委員会 教育局 学務課

電話 ０４２－７６９－８２８２（直通）

👉 次回（第６回）の予定

【日時・場所】令和６年４月２４日（水）午後７時００分～

＠城山総合事務所本館２階 Ｂ会議室

【 議事内容 】・湘南小学校に関する検討について、など

※どなたでも傍聴可能です。

※ 検討協議会の議事録や資料は、次の場所でご覧いただけます。

＠ 相模原市立公文書館 ＠ 城山公民館

＠ 城山地区の各小・中学校

湘南小学校に関する検討を進めています

今後の検討の進め方

湘南小学校は、相模原市内で最も児童数

の少ない小学校ですが、少人数ならではの、子ども達一人一人が主役

となるきめ細やかな教育や、地域の方の協力による田植え体験など、

湘南小ならではの特色のある教育活動が行われており、城山地区の小

学校との交流や、根小屋小、内郷小など他地区の学校との交流も盛ん

です。しかし、全市的に子どもの数が少なくなっていく中で、湘南小

では現在児童１人の学年があり、今後もそのような学年が増えていく

可能性があります。
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小規模特認校制度とは、学校を選択できる制度の

一つである特認校制度を小規模の学校で実施するもの

です。特定の学校を「特認校」として指定することで、

市内全域からの就学を認めることが可能となります。

他自治体の事例では、少人数での教育の良さを活かし

たきめ細やかな指導や、地域特性を生かした特色のあ

る教育が行われている場合が多く、そのような環境を

望む保護者や児童生徒の希望に沿うことが可能となる

一方、保護者の負担と責任により通学させる等の条件

もあり、導入には通学環境の利便性など、考えなけれ

ばならない課題があります。

※「小規模特認校制度」について

【検討協議会の様子】

湘南小に関する検討経過

※ 検討協議会ニュースは、検討状況を保護者や地域の皆様に知っていただくため、今後も発行してまいります。


